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識別：自動変速機のオイル・パン左側の側面中央付近に白色ペイントを塗布する。 

 

   基 準 不 適 合 発 生 箇 所                 
自動変速機に内蔵された油圧を制御するソレノイドバルブのコイル線のかしめ時に

おける作業方法が不適切なため、コイル線が変形し、自動変速機の温度変化による

熱膨張収縮の繰り返し応力により、コイル線が断線するものがある。そのため、正

常な油圧制御ができなくなり、クラッチの滑りや変速不良が発生し、最悪の場合、

走行不能あるいはＮレンジで車両が前進するおそれがある。 

改善の内容 

全車両、自動変速機のシリアル番号を点検し、対象となるものは、ソレノイドバル

ブの導通状態を検査し、異常のあるものは、ソレノイドバルブの良品を組み込んだ

自動変速機一式と交換する。また、異常のないものは、当該ソレノイドバルブを良

品と交換する。 
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注)   は交換部品を示す。  




